
第 44 回インナーゼミナール大会 

研究計画書 

ゼミ名 稲田ゼミⅡ チーム名 チーム稲田 

タイトル どうなる？関西経済 

テーマ群 g)その他 

メンバー 藤原 圭太 田中 亮太 弓矢 周平 槇 一輝 勝目 啓太 中谷 佳寛  

友川 翔太 高岡 大貴 大場 早織 西 七菜子   

研究計画内容 ｛研究の背景｝ 

私たちの稲田ゼミは日々の授業の中でも主に関西の経済について力を入れて

調べています。関西の GDP は日本全体の 16％と言われており、日本の中で

も大きな経済母体です。そんな関西ですが 21 世紀に入り、関西地方の人口

は現在減少傾向にあります。日本の首都である東京がある関東地方に比べ、

人口はもちろん、GDP などの面から見ても関西地方に比べ劣っている面が多

いのは事実です。もちろん首都ではないので観光や海外のやり取りに関して

は関東に劣っていますが、原因はそれだけではないはずです。そんな人口減

少傾向にある関西ですが、人口が増えれば GDP も増大するはず！もっと関

西の経済を元気にできるはず！そんな私たち「チーム稲田」は人口にスポッ

トライトを当てて関西の各県の人口の現状、またそれに対しての県の対策や

政策、どういったら打開できるのかを探っていきました。 

｛内容｝ 

各県の人口の推移などをグラフを使って今どうなっているのかをそれぞれ確

認していき、そこから得られる情報からその県の特徴をとらえつつ、各県が

今の人口の推移に対して何か具体的な政策を行っているのか？だとすればど

んなものなのか？またそれによって得られる効果はあるのか？などを調べて

いきました。その他にも日本全体と同様に関西経済でも問題となっている人

口や GDP に影響を与えている少子高齢化問題についても取り扱ってみまし

た。このような内容を発表していきたいと思います。よろしくお願いします。 


